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(57)【要約】
【課題】
本考案はバス停留所におけるバス時刻表の照明装置を設
置時に配線工事等を伴うこと無い為、安価に設置するこ
とが出来ると同時に、ランニングコストも低くしたバス
停留所時刻表照明装置を供給することにより乗客の便宜
を図ろうとするものである。
【解決手段】本考案はバス停留所時刻表照明装置本体に
電池と光源を設け、照明が必要な都度、押しボタンスイ
ッチを押して時刻表を照明することにより電池寿命の延
長を図ると共に配線工事を伴わない為、取り付け工事の
低価格化を図り、取り付けに盗難防止ネジを使用するこ
とにより盗難防止をも図るものである。　
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
バス停留所の時刻表照明装置において、電池を内蔵しスイッチを押した時だけ照明が点灯
することにより電池の消耗時間を少なくすると同時に簡易にバス停留所標識に取り付ける
ことが出来るバス停留所時刻表照明装置。
【請求項２】
　　　バス停留所の時刻表掲示板裏面から照明装置に向けて盗難防止用特殊ネジで取り付
けることにより悪戯や盗難防止を図ることを目的としたバス停留所時刻表照明装置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　　本考案は、バス停留所における時刻表の照明装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　　　従来のバス停留所における時刻表は、都市部にある大型のものを除いて停留所の標
識ポールに時刻表掲示板を設けたものが大部分であり夜間においては照明が無い為、時刻
表を読み取ることが困難であった。
【０００３】
　　　この改善策として、簡易にバス停留所標識に取り付けられ、時刻表を読み取ること
ができる照明装置を提供するものである。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　特に人口過疎部におけるバス停留所においては、夜間は照明が無い為に暗く、また照明
装置を取り付けようとしても、商用電源を用いる装置では大掛かりとなり費用的にも非常
に困難であった。太陽電池を用いたものも、本体費用、取り付け費用、メンテナンスを含
めて問題が多く難しい状況である。
　　　またこの照明装置は、悪戯や盗難についても配慮する必要があった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　　　本考案は、この問題点を解決するために、強固な筐体の中に電池と光源を設けた一
体型とし必要時にスイッチを押した時だけ時刻表を照射するものである。また取り付けは
、悪戯や盗難防止の為に一般の工具では廻すことの出来ない特殊ネジを使用することによ
り悪戯や盗難防止の効果がある。
【考案の効果】
【０００６】
　　　本考案を実施した効果は、本体をバス停留所の時刻表掲示板に取り付けるだけで良
く、取り付けの為の配線工事等が不要なため取り付け費用が非常に安価であり、また必要
な時だけスイッチを押して点灯させることにより電池の消耗を大幅に抑えることが可能で
ある。
【考案を実施するための最良の形態】
【０００７】
　　　本考案の照明装置を取り付ける場合は、停留所標識から安全の為に出来るだけ突出
しないほうが望ましく、このことからバス時刻表の側方から照明を当てることが望ましい
為、照明装置本体の側方に光源を設け手前にスイッチを設けた形状が望ましい。
【実施例】
【０００８】
　　　以下、図面に従って一実施例を説明する。図１はバス停留所標識に本考案のバス停
留所時刻表照明装置を取り付けた状態の図で、１は本発明を実施した時刻表照明装置で２
のバス停留所標識の時刻表掲示部３に張られた時刻表４を照明するように取り付けられて
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【０００９】
　　　次に図２より本考案のバス停留所時刻表照明装置について説明する。１の照明装置
本体の側面に透明保護板５を設けその内側にＬＥＤの光源６を３個、設けている。正面に
は押ボタンスイッチ７が設けられており、これを押すことによって光源６が点灯する。本
説明では電力消費の少なさから光源をＬＥＤで説明するが他の光源でも良いことは言うま
でもない。また光源の個数も照射する時刻表の大きさに合わせて少なくしたり、増やした
りしても良いことは言うまでもない。
【００１０】
　　　本実施例では筐体の蓋部イが矢符ロのようにスライドすることにより電池の交換を
行うことが出来るが、その開口方法は、もちろん他の方法でも良い。
【００１１】
　　　図３は時刻表掲示部３に照明装置本体１を取り付ける状態を示し裏側から盗難防止
用特殊ネジ８で照明装置本体を取り付けることにより盗難防止を防ぐ効果がある。盗難防
止用のネジは特殊ドライバーでないと回らないものがあることは周知のとおりである。
【産業用の利用可能性】
【００１２】
　　　本考案は、時刻表の照明に限らず他の掲示板や車内灯・室内灯、ポーチライトに活
用できることは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本考案を実施したバス停留所標識の状態を示す斜視図である。
【図２】本考案における照明装置本体の斜視図である。
【図３】本考案を時刻表掲示部に取り付ける状態を示す側面図である。
【符号の説明】
【００１４】
　　　１　照明装置本体
　　　２　バス停留所標識
　　　３　時刻表掲示部
　　　４　時刻表
　　　５　透明保護板
　　６　光源
　　７　押しボタンスイッチ
　　８　特殊ネジ
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【図１】

【図２】

【図３】

【手続補正書】
【提出日】平成19年12月28日(2007.12.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　バス停留所の時刻表照明装置において電池、スイッチ、照明装置を具備する照明装置で
スイッチを押した時だけ、照明が点灯することにより電池の消耗時間を少なくすると同時
に簡易にバス停留所標識に取り付けることが出来るバス停留所時刻表照明装置。
【請求項２】
　バス停留所の時刻表掲示板裏面から照明装置に向けて盗難防止用特殊ネジで取り付ける
ことにより悪戯や盗難防止を図ることを目的とした請求項１に記載されたバス停留所時刻
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